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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第46期

第３四半期累計期間
第47期

第３四半期累計期間
第46期

会計期間
自 2019年３月１日
至 2019年11月30日

自 2020年３月１日
至 2020年11月30日

自 2019年３月１日
至 2020年２月29日

営業収益 (百万円) 76,833 80,266 103,426

経常利益 (百万円) 877 2,696 1,552

四半期(当期)純利益 (百万円) 508 1,763 692

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 1,372 1,372 1,372

発行済株式総数 (千株) 6,250 6,250 6,250

純資産額 (百万円) 19,674 21,356 19,881

総資産額 (百万円) 29,909 31,490 29,446

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 88.59 305.89 120.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 88.13 304.29 119.91

１株当たり配当額 (円) 30.00 30.00 60.00

自己資本比率 (％) 65.6 67.7 67.4
 

 

回次
第46期

第３四半期
会計期間

第47期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 2019年９月１日
至 2019年11月30日

自 2020年９月１日
至 2020年11月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 33.10 83.19
 

(注) １　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、持分法を適用する関連会社がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 財政状態の状況

イ 資産

流動資産は、前事業年度に比べ、20億46百万円増加し、146億円となりました。これは主に、現金及び預金の

増加によるものであります。

　固定資産は、前事業年度に比べ、２百万円減少し、168億90百万円となりました。

　この結果、総資産は、前事業年度に比べ、20億43百万円増加し、314億90百万円となりました。

ロ 負債

流動負債は、前事業年度に比べ、５億41百万円増加し、81億33百万円となりました。これは主に、未払法人

税等の増加によるものであります。

　固定負債は、前事業年度に比べ、27百万円増加し、20億円となりました。

　この結果、負債合計は、前事業年度に比べ、５億69百万円増加し、101億34百万円となりました。

ハ 純資産

純資産合計は、前事業年度に比べ、14億74百万円増加し、213億56百万円となりました。

　また、自己資本比率は、前事業年度に比べ、0.3ポイント増加いたしました。
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② 経営成績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大に伴い、国内に

おいても４月に政府が緊急事態宣言を発出、５月の解除後も断続して感染拡大が見られるなど、社会経済活動が

停滞したことにより、非常に厳しい状況となりました。また、同感染症の影響が国内経済を下振れさせるリスク

並びに海外経済の動向及び金融資本市場の変動に留意が必要など、依然として先行き不透明な状況が続いており

ます。

当小売業界におきましても、同感染症とそれに伴う自粛の影響により、雇用情勢の悪化や個人所得の減少が消

費者マインドへ与える影響が懸念され、今後も厳しい状況が続くものと思われます。さらに、当社を取り巻く経

営環境は、食品の取扱比率を高めているドラッグストアや同業店舗間競争の激化、人件費の高騰や低価格志向な

どの生活防衛意識がこれまでにも増して強まることが予想され、引き続き厳しい状況が続くものと考えられま

す。

このような状況におきまして当社は、政府・自治体の指針に沿い、お客様及び従業員の安心・安全を最優先

に、店内の混雑緩和や店舗における感染拡大防止対策に取り組み、営業活動を継続いたしました。また、第２四

半期会計期間より、当社の購買データをメーカー等と共有し、販売促進活動に活用するなど、同感染症の影響下

におきましても、積極的にマーチャンダイジングの最適化に努め、お客様の満足度向上に取り組みました。

業績面におきましては、小中学校等の休校や緊急事態宣言発令下での外出自粛の要請に伴う外食機会の減少、

テレワークの増加、旅行機会の減少などによる在宅時間の増加を受け、内食需要が高まった結果、売上高は前年

を大きく上回りました。また、同感染症への対策費用は増加したものの、店内の混雑を緩和するという観点か

ら、緊急事態宣言発令期間中に広告の配布等を自粛した結果、販売費は減少し、利益面でも前年を大きく上回り

ました。

店舗政策では、同感染症の影響により内食需要が高まっていた時期を避け、９月に加木屋店・10月に高浜店・

11月に乙川店をリニューアルオープンいたしました。

販売促進政策では、第１四半期累計期間より、生鮮食料品に強みを持つ食品スーパーである当社の特色を前面

に打ち出し、月に一度、第２水曜日は鮮魚を中心とした「魚の日」、29日は精肉を中心とした「肉の日」とし

て、旬の食材やお値打ち品を多数取り揃えた企画を実施いたしました。また、７月からのレジ袋有料義務化に先

立ち、６月に当社のオリジナルマイバッグを先着30万名様にプレゼントするキャンペーンを実施いたしました。

以上の結果、当第３四半期累計期間は、営業収益802億66百万円（前年同期比4.5％増）、営業利益26億45百万

円（前年同期比227.9％増）、経常利益26億96百万円（前年同期比207.4％増）、四半期純利益17億63百万円（前

年同期比246.8％増）となりました。

なお、当社は、食料品を中心に生活関連用品等の販売を主体とする事業の単一セグメントであるため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社アオキスーパー(E03220)

四半期報告書

 4/14



 

(2) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

① 資金需要

当社の資金需要は、店舗展開における出店資金(店舗建設)や、店舗の改装(建替えを含む)資金で、主に設備投

資に関するものであります。

② 財務政策

当社は、引き続き財務の健全性を保ち、営業活動によりキャッシュ・フローを生み出すことによって、当社の

成長を維持するために将来必要な運転資金及び設備投資資金に充当することを基本としております。

 
(3) 主要な設備

重要な設備の新設等

当第３四半期累計期間において、新たに確定した主要な設備の新設等の計画は、次のとおりであります。

 

セグメントの名称 設備の内容

投資予定金額
(百万円) 資金調達

方法

着手及び完了予定

完成後の増加能力

総額 既支払額 着手 完了

小売業 店舗の改装（２店舗） 570 ― 自己資金 2021年１月 2021年３月 販売力の増加
 

(注)　上記金額は、消費税等を含んでおります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 17,283,500

計 17,283,500
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,250,000 6,250,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
100株

計 6,250,000 6,250,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2020年11月30日 ― 6,250,000 ― 1,372 ― 1,604
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等)  ― ― ―

議決権制限株式(その他)  ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

477,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,757,800 57,578 ―

単元未満株式 普通株式 15,200 ― ―

発行済株式総数  6,250,000 ― ―

総株主の議決権  ― 57,578 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、1,200株(議決権12個)

含まれております。

２　「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式76株が含まれております。

３　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2020年８月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 
② 【自己株式等】

2020年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アオキスーパー

名古屋市中村区鳥居西通
一丁目１番地

477,000 ― 477,000 7.6

計 ― 477,000 ― 477,000 7.6
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 
２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2020年９月１日から2020年11月

30日まで)及び第３四半期累計期間(2020年３月１日から2020年11月30日まで)に係る四半期財務諸表について、監査法

人東海会計社による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社アオキスーパー(E03220)

四半期報告書

 8/14



１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：百万円)

          前事業年度
(2020年２月29日)

当第３四半期会計期間
(2020年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 10,408 12,483

  売掛金 0 0

  商品 1,627 1,650

  貯蔵品 25 21

  その他 492 443

  貸倒引当金 △0 △0

  流動資産合計 12,553 14,600

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 6,504 6,523

   土地 4,077 4,078

   その他（純額） 1,340 1,232

   有形固定資産合計 11,922 11,833

  無形固定資産 295 331

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 3,016 2,974

   その他 1,705 1,798

   貸倒引当金 △47 △47

   投資その他の資産合計 4,674 4,725

  固定資産合計 16,893 16,890

 資産合計 29,446 31,490

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 5,515 5,175

  未払法人税等 316 783

  賞与引当金 182 366

  役員賞与引当金 － 40

  ポイント引当金 270 293

  その他 1,308 1,475

  流動負債合計 7,591 8,133

 固定負債   

  退職給付引当金 686 724

  環境対策引当金 94 94

  長期預り保証金 786 772

  資産除去債務 398 403

  その他 7 6

  固定負債合計 1,973 2,000

 負債合計 9,565 10,134

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,372 1,372

  資本剰余金 1,740 1,759

  利益剰余金 17,578 18,995

  自己株式 △854 △810

  株主資本合計 19,835 21,316

 新株予約権 45 40

 純資産合計 19,881 21,356

負債純資産合計 29,446 31,490
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期累計期間
(自 2019年３月１日
　至 2019年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年３月１日
　至 2020年11月30日)

売上高 73,092 76,396

売上原価 61,866 63,422

売上総利益 11,226 12,973

その他の営業収入 3,740 3,870

営業総利益 14,967 16,843

販売費及び一般管理費 14,160 14,197

営業利益 806 2,645

営業外収益   

 受取利息 20 19

 その他 52 32

 営業外収益合計 72 52

営業外費用   

 支払利息 0 0

 収納差金 1 0

 営業外費用合計 1 1

経常利益 877 2,696

特別利益   

 固定資産売却益 0 1

 新株予約権戻入益 0 －

 補助金収入 4 5

 特別利益合計 5 6

特別損失   

 固定資産除却損 66 54

 損害賠償金 － 1

 特別損失合計 66 56

税引前四半期純利益 816 2,647

法人税、住民税及び事業税 392 1,002

法人税等調整額 △84 △118

法人税等合計 308 883

四半期純利益 508 1,763
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2019年３月１日
至 2019年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年３月１日
至 2020年11月30日)

減価償却費 882百万円 835百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 2019年３月１日 至 2019年11月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月23日
定時株主総会

普通株式 172 30.00 2019年２月28日 2019年５月24日 利益剰余金

2019年10月３日
取締役会

普通株式 172 30.00 2019年８月31日 2019年11月１日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間(自 2020年３月１日 至 2020年11月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月21日
定時株主総会

普通株式 172 30.00 2020年２月29日 2020年５月22日 利益剰余金

2020年10月６日
取締役会

普通株式 173 30.00 2020年８月31日 2020年11月２日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間(自 2019年３月１日 至 2019年11月30日)

当社は、食料品を中心に生活関連用品等の販売を主体とする事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

 

当第３四半期累計期間(自 2020年３月１日 至 2020年11月30日)

当社は、食料品を中心に生活関連用品等の販売を主体とする事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 2019年３月１日
至 2019年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年３月１日
至 2020年11月30日)

(1) １株当たり四半期純利益(円) 88.59 305.89

（算定上の基礎）   

四半期純利益(百万円) 508 1,763

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 508 1,763

普通株式の期中平均株式数(千株) 5,738 5,764

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益(円) 88.13 304.29

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(千株) 30 30

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

２ 【その他】

第47期(2020年３月１日から2021年２月28日まで)中間配当について、2020年10月６日開催の取締役会において、

2020年８月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                                 173百万円

② １株当たりの金額                            　   30円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  　2020年11月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年１月14日

株式会社アオキスーパー

取締役会  御中

監査法人東海会計社
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 棚　　橋　　泰　　夫 印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　島　　幸　　一 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アオキ

スーパーの2020年３月１日から2021年２月28日までの第47期事業年度の第３四半期会計期間(2020年９月１日から2020年

11月30日まで)及び第３四半期累計期間(2020年３月１日から2020年11月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アオキスーパーの2020年11月30日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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